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1. はじめに 
老化現象とは，時間の経過とともに分子や細胞の変化を

含む多段的な過程を経た結果である．老化の段階の途中で

は，ある結果が次のステップの原因になり得るため，様々

な結果と原因が存在する．そのため，老化の原因に関する

仮説として，プログラム説，活性酸素説，テロメア説など

様々な説が考えられている．              
本研究では，老化の一因となる環境因子として活性酸素

に着目する．老化の速度や個々の寿命は活性酸素の発生量

とそれに対する酵素や低分子物質などの防御機構の能力と

のバランスにより決定されている可能性がある．このバラ

ンスを決定する要因の一つとして食事が関係していると考

えられている．マグネシウム，鉄，ビタミンＣ，ビタミン

Ｅなどの抗酸化物質が含まれる食品を摂取し，活性酸素を

除去することで抗老化効果が期待されている．近年では線

形動物を用いて食品成分の抗老化効果を調べる研究が行わ

れている．抗老化研究には c.elegans という線形動物が用い

られる．C.elegansは，線形動物門に属する約1000個の細胞

からなる体長 1mm 程の小さな生物である．C.elegans が研

究に用いられる理由としては，自家受精で繁殖するため，

特別変異体の分離が容易であり，個体差が小さい個体で実

験を行うことが出来る。また，線形動物の平均寿命は約３

週間と早期老化マウスの寿命である約半年と比べると短く，

実験期間を短縮しサイクルを多く回すことが出来るためで

ある．線形動物と人間は多くの遺伝子と共通点があり，寿

命曲線がよく似ているなどの理由から線形動物での効果を

人間にも適用できる可能性が示唆されている． 
本研究の目的は，ＡＩ画像処理を用いて線形動物の活性

度曲線を作成し，コントロールの場合と果物を与えた場合

を比較することで果物に抗老化効果があるかどうかを検証

することである．従来研究では，フレーム間差分処理を行

うことで，線形動物の活性化度合いを抽出していた．しか

し，画像処理の際に，ノイズ箇所の塗りつぶしやプログラ

ム内のファイル名変更を手作業で行っていたため，時間と

手間がかかっていた．本研究では，ＡＩ画像処理を使って

線形動物をトラッキングし，線形動物の移動距離を算出し

て活性度曲線を作成する．これによって，従来研究で生じ

る手間と時間を削減に加え，精度の向上を試みる． 

2. データと方法 

2.1 線形動物の動画データ 

本研究に使用する線形動物の動画は，広島工業大学生命

学部食品生命科学科の角川教授と角川研究室の方々が撮影

したデータを使用する．線形動物の動画として，果物を与

えていないコントロール，果物Ａ，果物Ｂ，果物Ｃをそれ

ぞれ与えた場合の４種類を使用する．それぞれの動画は 
２～３日おきに線形動物の寿命である約３週間にわたって

撮影されている． 
2.2 実験方法 
ＡＩ画像処理を行う際に，本研究ではＤｅｅｐＬａｂＣ

ｕｔというソフトウェアを使用する．ＤｅｅｐＬａｂＣｕ

ｔは，動画内の動物などの姿勢や部位をトラッキングする

ことが出来る深層学習ツールである． 
以下に実験の手順を示す． 
① 動画から２０フレーム抽出 
② 抽出したフレームに映る線形動物の頭，体の中心，

尾の３か所に手動でラベルを付ける 
③ ラベル付けされたデータを反復回数１００００回に

設定し，学習させる 
④ 学習させたモデルを使って動画を解析 
⑤ 推定されたラベルのＸＹ座標をＣＳＶ形式で出力 
⑥ ＸＹ座標から２点間の距離の公式を使って移動距離

を算出 
これをコントロール，果物Ａ，果物Ｂ，果物Ｃで実行し，

結果を比較する． 
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図 1.DeepLabCut のワークフロー 
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3. 結果 
図２左のトラッキングした線形動物の軌跡からいくつか

離れた位置に点が散見されることが分かる．これは動画内

には複数の線形動物が映っており，この点は別の個体が居

た位置であると考えられる． また，頭や尾の点しかトラ

ッキング出来ていない箇所がある．頭と尾の判別が出来て

いないため両方を頭や尾と認識している，もしくはコンタ

ミの影響でそもそも認識できていない．この２パターンが

考えられる． 

4. 考察 
別の個体が居た位置に線形動物が移動した軌跡が存在す

るのは，線形動物の個体差が小さいため，離れた位置に居

る別の個体を同一の個体と認識したために図２のように離

れた位置に軌跡が描かれたと考えられる．線形動物が透明

であるため，餌の食べ残しや線形動物の糞などによって生

じる汚れによって線形動物が視認しづらくなりトラッキン

グすることが出来なくなったと考えられる．また，コンタ

ミの色を線形動物の色として学習していると考えられる． 

5. おわりに 
本研究では，ＡＩ画像処理を用いて線形動物に対してコ

ントロールの場合と果物を与えた場合を比較して果物には

抗老化効果があるかどうかを検証することを目的として研

究を行った．今後は動画を学習させる前に，線形動物の動

画をグレースケール化しコンタミの色による影響を抑えて

いきたい．また線形動物の移動量を算出し，従来手法との

比較を行いたい．現在は学習の前にラベリングを行う際に，

手動でマーキングを行っているためそれぞれのマーキング

でズレが生じている．ＯｐｅｎＣＶを利用してマーキング

の自動化も行いたいと考えている． 
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図２．線形動物が移動した軌跡 
使用したデータ：コントロールの３日目 
左：個体１，右：個体２ 
紫：頭，青緑：体の中心，赤：尾を示す 
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